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	応用
	抗原情報
	背景
	RICH1はGTPase活性化タンパク質（GAP）です。GAPは、RHOA（MIM 165390）、RAC1（MIM 602048）、CDC42（MIM 116952）といった低分子Gタンパク質の内因性GTP加水分解を刺激します。[OMIM提供、2004年4月],ドメイン：BARドメインはAMOTのコイルドコイルドメインとの相互作用を媒介し、AMOTをタイトジャンクションにリクルートします。,機能：Rho GTPase活性化タンパク質は、CDC42の活性を調節することでタイトジャンクションの維持に関与し、上皮細胞の頂端極性において中心的な役割を果たします。特に、CDC42 GTPaseを不活性なGDP結合状態に変換することで、CDC42 GTPaseのGTPase活性化因子として機能します。 AMOT と形成される複合体は、タイトジャンクションにおける極性タンパク質の取り込みを制御することで作用し、タイトジャンクション膜貫通タンパク質を細胞膜にリサイクルするか、他の場所に送るかを決定すると考えられます。Ca(2+) 依存性のエキソサイトーシス制御に関与し、Rho ファミリータンパク質の GTPase 活性を触媒し、皮質アクチンフィラメントの再編成を誘導することで関与していると考えられます。in vitro では RAC1 の GTPase 活性化因子として作用します。,類似性:1 つの BAR ドメインを含みます。,類似性:1 つの Rho-GAP ドメインを含みます。,細胞内位置:膜に関連し、細胞間接触部位に集中します。,サブユニット:複合体の構成要素であり、その中心は ARHGAP17、AMOT、MPP5/PALS1、INADL/PATJ、および PARD3/PAR3 で構成されています。 SLC9A3R1、FNBP1、TRIP10、CAPZA（CAPZA1、CAPZA2、またはCAPZA3）、CAPZB、CD2AP、およびSH3KBP1/CIN85と相互作用する。,組織特異性：普遍的に発現。心臓および胎盤で高発現。,
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	RHG17抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

